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（新型コロナウイルス感染症対策への取組） 
 

新型コロナウイルス感染症は、令和元年１２月に中華人民共和国湖北省武漢市で

確認されて以降、世界的に感染が拡大し、令和２年３月１１日にＷＨＯ（世界保健

機関）が「新型コロナウイルス感染症はパンデミックと言える」と述べるに至りま

した。 

このような中、我が国では、令和２年１月３０日に内閣に「新型コロナウイルス

感染症対策本部」が設置され、同年２月２５日に「新型コロナウイルス感染症対策

の基本方針」が決定されました。 

厚生労働省では、令和２年１月２８日に「新型コロナウイルス感染症対策推進本

部」を設置し、省全体が一丸となって感染症対策を進めているところです。 

関東信越厚生局においても、新型コロナウイルス感染症対策への取組として、成

田空港等の検疫業務支援や厚生労働本省新型コロナウイルス感染症対策推進本部

業務支援に約 660 名（令和３年度までの延べ人数）の職員を派遣して参りました。

第Ⅵ章では、関東信越厚生局における令和元年度から令和３年度までの新型コロナ

ウイルス感染症対策への取組について記載しています。 

なお、令和４年度においても、引き続き、新型コロナウイルス感染症対策への取

組を行っています。 

 

 

 

（１）武漢からの帰国邦人宿泊施設への職員派遣 

武漢からの帰国邦人宿泊施設の宿泊者支援のため、令和２年１月と２月に職員

１名を派遣しました。 

 

（２）クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス号」関連への職員派遣 

横浜港に到着したクルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス号」の検疫業務支援

のため、現地対策本部、神奈川県庁、及び健康リスクが高い乗客の宿泊施設※に

宿泊者支援のため、令和２年２月と３月に職員９名を派遣しました。 
※ 新型コロナウイルス感染症とは別の事由で健康リスクが高い高齢者の希望により、下船し

て検疫を継続するための宿泊施設です。 

 

（３）クルーズ船「コスタ・アトランチカ号」関連への職員派遣 

修繕工事のため三菱重工長崎造船所香焼工場に係留中のクルーズ船「コスタ・

アトランチカ号」で発生した乗組員の集団感染対応の支援のため、長崎県からの

要請を受けて令和２年４月に職員１名を派遣しました。 

 

（４）横浜検疫所への職員派遣 

検疫所職員が新型コロナウイルス感染症対策に係る検疫業務への対応により、

通常業務が滞留するのを防ぐため、通常の検疫業務支援として、令和２年３月と

５月に職員６名を派遣しました。 

 

（５）東京検疫所への職員派遣 

帰国者・入国者のＰＣＲ検査業務支援のため、令和２年４月に職員１名を派遣

しました。 

１．検疫業務支援への職員派遣 
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（６）成田空港検疫所への職員派遣 

成田空港で帰国者・入国者への質問票の配布、誘導などの検疫業務支援のため、

令和２年２月から６月まで延べ３０１名の職員を派遣しました。 

 

（７）ＰＣＲ検査結果待ち施設への職員派遣 

帰国者・入国者のＰＣＲ検査結果待ち施設における施設運営支援のため、令和

２年７月と８月に職員１１名を派遣し、また、新たなＰＣＲ検査結果待ち施設の

開設準備支援のため、令和２年１０月に職員４名を派遣しました。 

 

（８）検疫所が確保する宿泊施設への職員派遣 

帰国者・入国者が一定期間待機するための検疫所が確保した宿泊施設における

施設運営支援のため、令和３年４月から令和４年３月まで延べ２７２名の職員を

派遣しました。 

 

 

 

新型コロナワクチンの職域接種に係る調整業務支援のため、厚生労働省本省に令

和３年９月と１０月に職員２名を派遣しました。 

 

 

 

厚生労働省が新型コロナウイルス感染症対策の総合的な推進を図るために設置

した、厚生労働省本省の「厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部」に、

令和２年４月から職員を派遣しています。令和２年度は延べ１８名派遣し、令和３

年度は延べ３２名派遣しました。 

なお、令和４年度においても、引き続き職員を派遣しています。 

３．厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部支援への職員派遣 

２．新型コロナワクチン職域接種に係る調整業務支援への職員派遣 


